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今年はうさぎの年で現
うさきというと J■校で世話をした扇い出もあるかもしれません

ところで、「月のうさぎJというおおをご存じですか?

薔 猿と狐とえが仲良く薔らしていましF_

ある日 'ら 応ヽらで倒れそうな者人が0っ
て又て 「何か食べ物を恵んてくださいJと
言いましF_

凛は急いで山へrjき 木の実0野要を差し

上|プましl_ 狐|ま急いで‖へ行き 魚こ差

し上|プました ところが兎|`何もこし上|プ

るものを見つ1すられません

つoヽこ 兎は「どうそ私を食べてくださいJ

と言つて たき火の中に飛び込んてしまい

たいていの方が ここかで耳にしているこのお話
このお話は もともと「ジャータカJという物語の中の一編です

「ジャータヵ」という物日は お釈迦様の前L物語です
お釈迦様はイントの王子としてこの世に生まれ その生達の中で「仏」

となられましF_が 実際にはそれまで何度も生まれ雪わりを綺り返し

ある時は見獣R虫として またある時は天人としてき行を積み重ね そ

の結果として ようやく人間界にて「仏Jとなられたのです
つまり 人間界に生まれる前の 仏さまの言行を物語にしたもの

‐t

「ジャータカJるのです

この有名な「月のうさぎJも「ジャータカJの物語では うさき|ま前

しの仏さまであつたとされています

私たらは 前世での薔行を背員い また,人間界にて薔行を積み

ス世では きつと仏さまのようになれる日が来るのかもしれません

そう思つて ,年一年 また曰々励んていきたいものです

新年

おめでとうございますあけまして

今年もどうぞ

よろしくお願いします.

寺族―同、皆様のご多幸を

お祈り申し上げます.
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みんなで仏さまの情りに近づけた :?

前日の雨て足元がい配された大坐禅会ですが 12月 4日 (■)霜事行われました

12月 8日はお釈迦様が大悟され 私たちの信仰する仏教が生まれた日です

「ぜひ、お釈迦様のお悟りの姿である [坐禅』をみんなでやろう !」

「初めての方でも気楽に鬱力]できる坐禅会をやつてみよう !」

そんな気持ちで企画をした 手作り感濁載の 吠 智予 大坐禅会J

朝からせつせと本堂の新ストープの人をおこし 観子を見る住H
帥日の雨て 絨毯のように取かれた屁のたち葉を半曰がかりで掃除する3」住国
笑めて手際よく境内中に■乳パックの灯ろうを飾りl」けてくれ[ 7人の岐阜女子人生
本堂内は 多くの方の献灯により漏かみある雰囲気となりましF_

終了後のアンケートでは |まぼ全員の万力t「またス年も参加したい」ときえてくださいま

した 禅寺として 坐禅に興味のある方に「ホッと胃ち省けるひと時」を感じていただけ

たなら それ|こまきる百びはありません

～ また次回 (今年 12月 )ぜひお出かけください ～

～参力0してくださつた方々、本当にありがとうごさいました～
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今年もやってきました、 大般若会のご案内
≪ 1月 15日 〈土) iO時 ～大般若会 ・ 13時～お焚き上げ ≫

新年早々の お寺の大行夢です.

この日は 一年間の皆様のご多幸を大勢の和尚壕が祈薇します

祈願が終わると 0年恒例の大般若析締札をおOeり します

ご祈薔会が終わると うょうとお昼|こなり

なぜかおいしい大督寺うとん展絆 (てんたい)鴻 まります

もらろんおかわり自由です たくさん召し上がってください

0。 ° O
お食事かl_tわると 午後 13時よりお焚き上げがあります
昨年一年間お世話になった お9りやお札

昨年身内の方工 くなられた場合は 日本位牌
いの仕切り直しと供養をυこい場合は 思い出の写真0手

“その他 子ともが小さい頃迪んだぬいぐるみN・
●お人形

〈火で燃えるもの|こ限ります 大きいものは要柏設)

お贅き上げご

"望

の方に お寺へご連絡ください
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～ シリーズ lι野のおばあちゃんの味 ～

♪ 1田で丁甲に野端 てるおばあらゃんの味 おすそわり ♪

里 2号のおばをゔ ん 
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日 (ひ′つ 預けを一昼夜水に付けておく

わ ら L‐  2c祀 1鉤って 康 炊く

場から上げて 油てちょっと炒めて だし汁としょう油 みりんで炊く

X禅言では 「既に,I物として調理されF_ものを さらに調理する」と
いう意味6いて これを「ぜいたく煮Jと言います

●

●

◎

「一年以上前に■つF_肩物ゃι 椰 0こ)びた■珈 = 81てひな)瀾け
これは米ヌカの演蜘や伝 こつうのは口 〈こうし)の瀾物
大根を育てると 時々遠びにくる孫らか『大根

=き
たい !』 って

楽しんでくれるで うれしいよ J
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大智寺の関連まめ玉

正月の修正会では ,加される方々

が一斉に「大般も他 の転読を行い

今年一年の五穀ヨ驚や地域安全など

を祈祷します。

祈寄後 参加者全員に配られる大智

寺の開運まめエ

「まめコ それは豆なの?玉なの?

これは沖縄波m間の黒砂綺のあめ玉

の中に 北海道のおいしい口っ子豆

が入つてる 香ばしい●なんです.

この時期だけの大曽寺みやげ。
おひとつ いかがですか?
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永 代供畳菫 って、 どんなお菫 ?

「永代供景壺Jと ま ,S来お喜を守りする方がいなくても

永代にわたって お寺が守って供養するお塁のこと

「   つていうことは 跡継ぎItいないつて事が条件なの ?」

大替寺の永代よ薔Eは そうとも限りません

「うちには息子がいるし 家が途絶えるわけてはないけど

,のご時して そん[大きなお菫独 しいわけてもないのよねぇJ

大智毒の永ヽ供養菫は 子供や薇が代々「OO家の動 として使用

できる「小さをお菫Jというイメージです

(代々使用される場合に限り 大智寺の檀家となる鰤要・ltあ ります)

完全個Я」永式供贅菫
1区画 千25万円～

く壺石代金きむ)

特色

◎宗教 宗派 不問

◎大晋寺ての供景内●

月命日の供量

詈秋彼岸の供ヨ

◎追加納分 可能
夫婦 軟族てこ利用可

能 加円金 をし〉
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